
 

（第２号様式）   
令和４年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立愛川高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 11日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
教育課程 
学習指導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ JSL=Japanese 
as a second 
language 

①確かな学力の

定着および学習

習慣の確立に向

けた取組を行

う。 

②自己肯定感と

コミュニケーシ

ョン力の向上を

目指し、一層の

授業改善をすす

める。 

③個々の能力・

状況に応じた学

習支援体制を整

える。 
④日本語を母語
と し な い (JSL
※)生徒に対し
ても確かな学力
の保証をはか
る。 

①生徒の主体性

を引き出す授業

を実践し、生徒

が「わかる」

「学力がつい

た」と実感でき

るようにする。 

③生徒の状況に

応じた個別支援

体制を整える。 

①生徒が主体的

に取り組めるよ

う授業研究・授

業改善を進め、

確かな学力の定

着とともに達成

感を得られるよ

うにする。 

③個々の生徒の

状況に応じて補

習や学習支援な

どが行えるよ

う、環境整備に

努める。 

 

①生徒による授

業評価の項目４

「授業の中で身

に付いたこと

や、できるよう

になったことを

実感することが

できた。」にお

いて、評価４，

３の計が 90％を

越えるか。 

③昼休みや放課

後の時間確保が

できたか。教室

や職員室前スペ

ースなどの学習

環境整備ができ

たか。 

 

①生徒による授業
評価の項目５（番
号変更）について
２回の平均は、１
年生 83%、２年生
84%、３年生 85％
であった。目標に
は達していない
が、前年とほぼ同
じか微減であっ
た。 
③職員室前スペー
スは、コロナウィ
ルス感染予防の観
点からしばらく利
用を制限されてい
た。10 月以降、
新しいパーテーシ
ョンが設置され、
安全に安心して学
習できる環境が整
い、学習や進路指
導などで活用され
ている。 

①１学期はコロナ
対応で臨時休業も
あり、落ち着いて
学習することが困
難であった。分散
登校期間はオンラ
インによる授業が
行われ、ICT によ
る教材や課題の設
定などに多くの工
夫が見られた。10
月以降通常の授業
に戻ってからも、
生徒が関心をもっ
て取り組めるよう
授業の工夫は継続
されており、２回
目の調査では僅か
だが増加してい
る。 
③生徒対応のため
の昼休みや放課後
の時間確保につい
ては、工夫が必要
である。 

〇生徒による授業評価の
目標（満足度 90％）が高
くて素晴らしいと思う。
〇ⅰ-Unit は、学び直し
という視点では高い評価
に値する。個々のニーズ
に応じたもっと高い学習
意欲をもった生徒への支
援も必要。 
〇魅力ある授業づくりの
ために、先生同士（ベテ
ランから若手へ等）で教
えあえると良い。 
〇スタディアプリの導入
は魅力的なことである。 
 

①確かな学力の定着という観点
から、生徒は一定の達成感を得
ながら学習に取り組んでいると
考えられる。 
 分散登校期間中のオンライン
授業の実施により、ICT を活用
した授業展開や教材作成などに
多くの工夫が見られた。今後
は、新たな工夫の有効性などを
精査し、より良い授業作りに生
かしたい。 
③学習環境の整備は徐々にでは
あるが進んでいる。職員室前ス
ペースもパーテーションが設置
され、以前のように学習指導等
の場として活用されている。今
後は物理面よりも、生徒と接す
る時間の確保などソフト面の改
善が必要である。 

①新１年生より授業用端末を全
員購入することにより、ICT を
活用した授業の充実が必要とな
る。i-Unitの授業では新たに学
習ソフトを導入するので、有効
な活用方法や適切な評価方法の
構築を進める必要がある。 
③補習や学習支援などを行ため
の環境整備のうち教員の時間確
保については、会議や授業持ち
時間の削減など学校全体で検討
する必要がある。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①地域の中の学
校として地域と
ともに規範意識
の向上を図り、
リーダーシップ
を育成する事で
コミュニケーシ
ョン能力の向上
をめざす。 
②個別支援を積
極的に推進し
個々に応じた指
導を行う。 
③中学校との連
携や交流を生か
し、部活動・学
校行事の活性化
を図る。 
④生徒の主体的
な学校行事への
取組を推進す
る。その活動を
通して自己肯定
感の醸成とコミ
ュニケーション
力の向上を図
る。 

①規範意識の醸
成と問題行動の
未 然 防 止 に 努
め、地域貢献で
きる人材を育成
する。 
②不登校等学校
生活に馴染めな
い生徒に対し全
職員で組織的に
対応する。  
③授業や生徒会
活動、部活動に
おいて中学校と
の交流の機会を
増やす。 
 

①地域と積極的
に関わり規範意
識の向上を様々
な場面で学べる
ような場を作り
出していきた
い。 
②学校生活に馴
染めない生徒を
早めに見つけ出
し関わる事で不
登校の出現率を
押さえたい。 
③部活動におい
ては、中学校と
の合同練習会や
講習会等の実施
を推進する。ま
た、ワーキング
グループ等を通
して中学校との
生徒会役員の交
流を図り、生徒
会活動の活性化
を図る。 

①学校から外に
出て学ぶ場面を
多く作り出すこ
とが出来たか。 
②不登校の出現
率を５％以内に
おさえる事がで
きたか。 
③中高交流活動
が多くの交流が
でき、充分な成
果を挙げること
ができたか。ま
た、生徒会活動
に新たな取り組
みのきっかけに
なる機会になっ
たか。 

①コロナ禍の状況
の中で地域と積極
的にかかわる場面
を構築することに
努めた。 
②ミーティングを
通して情報の共有
と課題を見つけ出
すことができるよ
うになった。不登
校生徒に関しては
様々な要因があ
り、出現率を押さ
えることに時間を
要した。 
③コロナ禍で中高
交流活動が思うよ
うにできなかっ
た。10 月より感
染状況が収まりつ
つあり、ワーキン
グＧを通して部活
動の中高交流活動
を計画し実施し
た。 

①時間をかけて取
り組む姿勢を持ち
続ける事を大事に
していきたい。 
 
②不登校生徒への
学年での情報共有
を徹底し役割分担
を決めてアプロー
チをする事を継続
していきたい。 
また登校できるよ
うになった生徒に
目を向ける時間の
確保を目指してい
きたい。 
③生徒会活動を活
性化し、状況を見
ながらさらに中高
交流活動を広げて
いきたい。 

〇中学校との交流は良い
取組で今後も継続してほ
しい。 
〇様々な取組において、
先生中心ではなく生徒に
まかせてみるのも良い。 
〇住民からの苦情が多い
というのは、地域が関心
をもって見ているという
こと。その後の対応が大
切である。 
 

①地域よりの様々な声かけに対
して素直に聞ける態度を育成す
ることができるようになってき
ている。引き続き積極的な声か
けによる規範意識の向上につな
げていきたい。 
 
②不登校生徒に対して以前より
早く情報を収集し対応策を検討
できるようになっている。再度
不登校状態になるなど繰り返し
の状態になることもあるので継
続して対応を進める事が今後の
課題といえる。 
 
③コロナ禍で十分な成果を上げ
ることができなかったが、次年
度につながる交流活動を実施す
ることができた。この活動が一
部の部活動に留まらず、学校間
全体で組織的に実施されていく
ことが今後の課題である。 

①素直に聞く事ができるように
規範意識を高めていきたい。そ
れに伴い地域や保護者とのかか
わりを積極的に持ち続けていき
それが自然な姿であることを意
識させる事でコミュニケーショ
ン力を高めていきたい。 
②不登校の状況を一気に改善す
るのではなく繰り返しの中で登
校を目指すように時間をかけて
指導をすすめていく。 
 
 
 
 
③中高の生徒会本部の交流や各
部活動の顧問の交流会等を計画
的に実施するなど組織的な方策
が必要となる。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 11日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①総合的な探究
の時間の活用を
含む地域と連携
した取組を用い
ながら、生徒の
３年間を見通し
た指導により、
自分の価値観を
見つめ、関心分
野を広げ深めた
上で、主体的に
希望する進路指
導を実現する。 

①総合的な探究
の時間の活用を
中心としたキャ
リア教育の推進
により将来を見
据えた進路選択
が可能となる進
路指導体制を確
立し、保護者を
含めた生徒のた
めの進路支援体
制を構築する。 

①総合的な探究
の時間の活用を
組織的に、かつ
継続的なものと
して構築する。
探究活動や成果
発表などの探究
の手法を進路決
定に活用する。 
また、保護者向
け説明会など保
護者の進路意識
を高める働きか
けを行い、生徒
とともに進路活
動を進める体制
を構築する。 

①生徒が自ら目
標を設定し、挑
戦できたか。 
・総合的な探究
の時間を活用で
きたか。 
・生徒の進路希
望の達成率 85％
以上の達成をし
たか。 
・教員研修によ
り進路指導スキ
ル が 向 上 し た
か。 
・保護者向けの
進路行事を構築
できたか。 

・総合的な探究の
時間は、コロナ禍
で予定より遅れて
はいたが１年２年
ともに職業研究、
分野別研究を取り
入れた取組を推進
できた。 
・職員へは専門学
校の良し悪しを含
めた研修を行い、
生徒への進路指導
の一助とした。 
・今年度は全学年
の保護者向けに進
路決定・受験費用
の意識を高めるき
っかけの説明会を
行えた。 
・３学年は概ね希
望の進路を確定で
き、目標の 85％
を達成した。 
（87.4％見込） 

・探究の取り組み
として大学との連
携事業を進めてい
るが、参加生徒の
数の増加を図る。 
・保護者向けの進
路説明会は資金の
説明を早い時期に
出来てきている
が、全体周知が今
後の課題である。 
・３学年の進路指
導は就職がコロナ
禍の影響で企業の
募集に偏りがある
ので、今後の動向
を見極めて適切な
進路指導に努め
る。進学は指定校
を中心に希望を達
成しているが、一
般受験への挑戦も
促す。 

〇中間層の生徒のフォロ
ーも必要。 
〇地域に根差す取り組み
は重要であるが、幅広く
情報提供をして、進路選
択の幅を広げて欲しい。 
〇専門学校の良し悪しを
含めた研修は確かな情報
と知見に基づき教職員自
らが企画運営する説明会
となったのではないか。
また、それにより生徒の
進路選択に有効であった
のではないか。〇進路指
導室が整然としており、
生徒の活用の活性化につ
なげて欲しい。 

・探究は一部の生徒ではあるも
のの外部での発表も経験でき、
高評価をいただけた。大学との
連携も遂行でき活動が活発化し
ている。これをより多くの生徒
の参加につなげるよう工夫が必
要である。 
・保護者向け説明会も内容が定
着し、職員の意識も何が必要で
あるか理解して取り組めた。こ
れもより広い周知が保護者に必
要だと考える。 
・生徒の進路実現に対する取組
は概ね良好であるが、一部説教
的に取り組まない生徒への対応
が課題である。 

・探究の筋道は立ってきている
ので、より多くの生徒に早くか
ら周知し、内容を理解させて、
取組を強化させる。 
・大学との連携は交通手段が難
しい生徒もいるので、オンライ
ンも含めて連携しやすい手段を
構築する。 
・生徒の進路に対する保護者の
理解は説明会だけでなく、１年
生から保護者との機会が生じる
たびに啓発できるとよい。 
・生徒の進路希望 85％は概ねこ
こ数年達成できてきているが、
これより上昇させるには根本的
に生活のリズム、保護者の意識
から構築する必要があり、学
年、生活指導グループなど幅広
い横の連携が必要だと考える。 

４ 地域等との協働 

①学校運営協議
会を中心に地域
との協働を目指
す。また、地
域・学校協働本
部との連携を円
滑にし、学校外
の学修を推進す
る。 

①中高連携の活
動を活性化させ
るとともに、地
域・学校協働本
部（明日楓会）
との連携を密に
し、生徒が主体
的に活動できる
ように組織的に
対応する。 

①地域・学校協
働本部（明日楓
会）と連携し、
学校と地域との
交流に重点を置
いた活動を展開
し、連携生を中
心としたボラン
ティア活動やイ
ンターンシップ
の推進を図る。 

①生徒がボラン
ティア活動やイ
ンターンシップ
に興味を持ち、
地域・学校協働
本部と連携して
生徒の支援を円
滑にできたか。 

①地域課題解決サ
ークルが組織化さ
れ、活動が活発化
した。しかし、コ
ロナ禍のため、学
校外の活動はなか
なか進まなかっ
た。 
・コロナ禍で地域
の防災活動には参
加できなかった。 

①地域交流活動が
さらに活発になる
ように校内組織の
活性化を図る。 
・状況を見ながら
地域防災活動にも
以前のように参加
したい。 

〇地域学校協働事業（明
日楓会）の取組は大変だ
とは思うが、とても意義
のあることである。ここ
が踏ん張りどころではな
いか。 

①コロナ禍ではあったが、学校
外の学修は、卒業生全員が履
修・修得をした。その反面、２
年生の活動は制限され、多くの
生徒が未だ修得をしていない。
全員の修得を目指した綿密な改
革が求められる。 
また、ボランティア活動やイ

ンターンシップの本来の目的を
再確認し、連携生を中心に活動
を展開し、生徒の自己肯定感の
醸成につなげたい。 

①学校外の学修に関しては、学
級担任が常に状況を把握し、学
年担当者が地域学校協働本部等
と連携しながら進める必要があ
る。 
 また、ボランティア活動やイ
ンターンシップの個々の取組の
活性化のために、連携生の組織
的な地域交流活動や中高連携活
動を充実させていく必要があ
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①「学び続ける
教師、変化に対
応できる教師」
を目指し、事故
のない安全安心
な学校運営の推
進をはかる。 
②地域との連携
を深めながら、
生徒にとって安
全安心な学校環
境を構築する。 

①不祥事防止に
おいて未然防止
の 意 識 啓 発 を
し、安全安心な
学校運営を目指
す。 
②地域防災を念
頭に地域との連
携 を 深 め 、 生
徒・職員に対す
る防災研修を充
実させる。 

①定期的な不祥
事防止会議を開
催するととも
に、事故不祥事
を他人事にしな
い雰囲気をつく
る。 
②ＦＧＣ員を中
心に地域と連携
した防火防災活
動を行う。 

①不祥事防止会
議の講師を多く
の職員に体験さ
せることはでき
たか。 
 
②防火防災活動
が 実 施 で き た
か 。 多 く の 生
徒・職員が参加
できたか。 

①毎月行われてい
る職員会議におい
て不祥事防止会議
を開催し、多くの
職員がかかわるこ
とで不祥事を他人
事にしない雰囲気
となっている。 
②コロナ禍の状況
で模索しながら、
可能な限り通常の
消火訓練・ＤＩＧ
訓練が実施でき
た。 

①不祥事防止会議
の講師を各グルー
プから毎回別の職
員を選出し多くの
職員が講師となっ
ている。 
②コロナ禍の状況
下工夫をしなが
ら、ＦＧＣ員を中
心に多くの生徒教
職員が参加できる
ようにする。 

〇先生方のメンタルの部
分が気になる。若い先生
が増えてきたのでお互い
にコミュニケーションが
とれる雰囲気が大事。校
長先生を中心にすすめて
いただきたい。 
 

①不祥事の未然防止のために行
っている不祥事防止会議は、他
人事にしないことをも目的に多
くの職員が講師となるような仕
組みを構築したが、慣れからか
形骸化してきた感がある。 
 
②ファイヤーガードクラブ活動
を始めとして、従来の年４回の
防災研修は実施できた。従来行
われた地域と連携した活動を可
能な限り実施すると同時に、
様々な災害を想定した訓練を行
う。 

①不祥事の未然防止に向けて、
不祥事防止会議の在り方を検討
し、新たな取組が必要である。 
 
 
 
 
②自治体や地域との連携・協力
をさらに進め、災害時に的確な
対応ができる体制づくり・活
動・訓練を推進する。 

 


